
仙台・文化財サポーター会活動記録（保存継承部会） 
 

◯6月 20 日（金）例会 「仙台のダークな伝承を探る（続編）」 

・13時集合〜16時解散 

・参加者 16名 

・今回の活動では、ダークな伝承が残されている二ケ所、一つ目は七北田川沿いにある「人柱割

石」と二つ目が泉区大沢にある「金玉神社」を訪れました。 

途中、ダークな伝承とは関係ないものの「松森城跡」にも足を伸ばしてきました。 

 

① 人柱割石（七北田川沿い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人柱割石（七北田川沿い） 

割石は室町時代から存在していると

言われていて「南無阿弥陀仏」と双方

に刻印されています。 

割れた面にも刻印されていることが

今回確認できました。 



② 松森城跡（登らず掲示板まで） 

 

今回は登城路の散策まではできませんでしたが、当日配布資料と掲示板でその概要を確認しまし

た。江戸時代の『野初絵図』には幾重もの曲輪からなる松森城が描かれています。 

 

③  金玉（きんぎょく）神社 

（泉区 大沢） 

金玉（きんぎょく）神社 （泉区大沢） 

金玉神社はもと大沢大ヶ沢の丘陵中にあり、座頭神様あるいは金玉塚とも呼ばれていました。 

盲人を祀ることから、参拝者は杖を奉納していくそうです。 

 



 

 


